
『早明浦ダム周辺地区 かわまちづくり計画（二期）』の概要

「かわまちづくり」とは

地域活性化や観光振興などを目的に、地域が持つ「資源」や「知恵」を活かし、市町村・住民・河川管理者の連携のもと「河川
空間」と「まち空間」が融合した良好な空間形成を目指す仕組みです。
令和２年に『早明浦ダム周辺地区かわまちづくり計画』が登録され、関係自治体・河川管理者・地域の活動団体などが連携し、
「５つの『駅』のネットワークによる地域活性化」に取り組み、令和７年度に事業が完了しました。今後は、現計画の取組成果を
継続しつつ、『地域最大の資源である「水辺利用」の更なる推進による地域活性化』を図る、『かわまちづくり計画（二期）』に
取り組みます。

早明浦ダムとその周辺地域は、豊かな自然に恵まれ、ダム周辺の本山町・土佐町・大川村では、
ダム湖（さめうら湖）や吉野川の水辺を活用した観光振興、地域活性化等が重要な施策として位置づけられています。
現在、早明浦ダム周辺には、ダム湖利用のための親水護岸やスロープ等が整備されていますが、
一部施設では更新が必要であり、利活用に制限があるなどの課題も見られます。
そこで、「早明浦ダム周辺地区かわまちづくり」を通して国・県・町村および民間や関係団体が連携し、早明浦ダム周辺地区
の水辺の利活用および地域活性化を促進します。

「早明浦ダム周辺地区かわまちづくり」について

かわまちづくりについて
くわしくはこちら

https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/


これまでの『かわまちづくり計画』（R7年度完了）

【現計画の成果】

○「駅」のネットワーク化によって、地域全体で活性化に係る多
様な取組が実行されています。

○各拠点においても利活用が活発化し、利用者も拡大しつつあり
ます。

○活動団体・関係機関の連携・協働によって、新たな観光ツアー
の造成やイベント開催、遊覧船運航、カヌー体験等の湖面利用
が進んでいます。

『かわまちづくり計画（二期）』

【かわまちづくり（二期）の方向性】

●これまでの取組を継続しつつ、地域最大の資源であるダム
湖・ダム下流の水辺利用を更に推進します。

●ダム湖の利活用を活発にするための施策（ソフト・ハード）
に取り組みます。

●地域の観光拠点等との連携により、水辺利用による成果を地
域に波及・拡大させます。
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【スポーツ利用】
〇競技カヌー（スプリント、スラローム）、選手育成
〇競技大会の誘致・開催

ダム湖のレジャーダム湖のレジャー

『スポーツ利用』

『レジャー利用』
連携

効果
官民の

連携・協働

ラフティングラフティング

早明浦ダム周辺地区 かわまちづくり計画（二期）

ダム湖、ダム下流の水辺の活用

【レジャー利用】
〇カヌー、カヤック、SUP、ラフティングなどの体験

『宿泊滞在型利用』

スポーツ＆レジャーと連携した

カヌー競技・合宿カヌー競技・合宿

【主な取組】（早明浦ダムかわまちづくりの「ウリ」）
〇ダム湖、ダム下流における水辺のスポーツ利用とレジャー利用

〇スポーツ＆レジャーと連携した宿泊滞在型利用

【波及効果】

●宿泊滞在型利用の増加

●地域の交流人口の増加

●観光振興による地域の活性化

・スポーツ合宿（強豪大学など）

・カヌー競技大会の開催

・アクティビティ体験者の宿泊

・キャンプ場などの宿泊施設充実



早明浦ダム周辺地区 かわまちづくり計画（二期）ハード整備

※国土地理院地図を加工して作成



■ダムエリアの水辺整備

【ダムエリア 整備・利用イメージ】

ダム・インフラツーリズム ダム下流広場の利用
（やまびこｶｰﾆﾊﾞﾙ）

堤体下流の吉野川の活用
（ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞ体験）

キャンプ場からの眺望

【左岸展望キャンプ場 整備平面図】

【ハード整備のイメージ】

早明浦ダム周辺地区 かわまちづくり計画（二期）ハード整備



■レイクタウンエリアの水辺整備

カヌー競技大会 カヌー合宿

キャンプ場の充実ダム湖のレジャー

【レイクタウンエリア 整備・利用イメージ】

【ハード整備のイメージ】

【湖岸広場 整備平面図】

早明浦ダム周辺地区 かわまちづくり計画（二期）ハード整備



■村の駅エリアの水辺整備

【大川村役場前 整備平面図】

観光遊覧船の運航 ワカサギ釣りの拡大

湖面利用の推進湖岸の魅力向上

【村の駅エリア 整備・利用イメージ】

【ハード整備のイメージ】

早明浦ダム周辺地区 かわまちづくり計画（二期）ハード整備



●早明浦ダム周辺地区かわまちづくりの推進体制

●リンク集

国・県・町村・水資源機構からなる「協議会」が推進主体となり、計画策定を進め、関係団体と
連携しながら具体的な整備、維持管理、利活用促進を推進します。

早明浦ダム周辺水辺利活用促進協議会

国土交通省 高知県

本山町 大川村

土佐町

水資源機構

オブザーバー

関係団体・民間事業 等
連携

計画の検討ハード施策（施設整備）

ソフト施策（企画・運営）・維持管理

●お問い合わせ先

早明浦ダム周辺水辺利活用促進協議会事務局

国土交通省 四国地方整備局 吉野川ダム統合管理事務所
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こちら

https://www.skr.mlit.go.jp/yoshino/links/index.html

